
第 66 回全日本社会人選手権大会期間中のコース使用ルール 

 

1． コース閉鎖時間 

7 月 2 日（土） 7：00 ～ 18：30 

7 月 3 日（日） 7：00 ～ 14：00 

※コース閉鎖になると下記のとおり航行ルールが変更になるので注意すること。 

 

2． 使用ルール 

 閉鎖中は出漕クルー以外はコースに入れない。出漕クルーは以下のルールに従うこと。 

（1）スタート方向に向かう場合 

① 2000m～500m の水域について 

    回漕のときは回漕レーンのみとし、他艇を追い越すときのみ前方に注意して 6レ 

 ーンを回漕。ただし、その時回漕レーン、6レーンともに徐行レーンであるため、 

 すぐに止まれる艇速で航行すること。 

② 500m～0m の水域について 

    500m～0m において練習ができるのは前レース発艇後の次のレースのクルーのみ 

 なので、それ以外のクルーはこの水域の競漕レーンには進入できない。次のレース 

 のクルーは、前レース発艇前の回漕は回漕レーンのみであり、前レース発艇後は回 

 漕レーン及び自分がレースで使用するレーンで回漕することができる。ただし特 

 にエイト等の大艇は周囲の状況に十分注意して艇を回すこと。 

③ その他 

    ①、②共通にレースが通過する際にはレースの先頭の艇より少なくとも 100m 手 

 前にて艇を停止し、艇の通過を待つこと。特にエイト等の大艇の影響はスカル等の 

 小艇に対しては大きいので十分に注意すること。 

（2）フィニッシュ方向に向かう場合 

 ① 0m～500m の水域について 

    次のレースの出漕艇のみ、前レース発艇後より練習水域として使用してよい。た 

 だし、自分がレースで使用するレーンしか使用できない。 

 ② 500m～1500m の水域について 

    レース通過時より次のレースの発艇まで、1～5レーンを使用して練習してよい。 

 ただし、前方のクルーに十分注意すること。 

 ③ 1500m～2000m の水域について 

    出漕艇のクールダウンにのみレース通過時により次の発艇まで 1～4レーンを使    

    用してよい。この水域での練習は禁止する。但し、出漕艇のクールダウンのみ、レ 

    ース通過後次のレース発艇まで 1～4レーンを使用してよい。 



 

 


